
真の意味での飼料
自給率の向上を目指して

場長 杉 本 亘 之

1999年に 「食料 農 業 農 村基本法J力S施行され、

それに基づく「食|1 農業 農 村基本計画」(211t10年

3月 )で は、政策課題として食十1自袷卒の向上を大

きな44とし、供給熱量ベースでの総合食料白給イを

1998年の40%か ら1010年には45%に 高めることを日

標としております。

食料白給キのい〕上は、利用価値の高い農柴生産物

の生産豊を如1何に高めるかという問題をそれぞれの

農業部P,毎に投げかけた、と半J断すべ きでしょう。

酪農でたとえるならば、ネワラに近いll飼料の生

産を高めても、真の意味での白給本の向 tiとはなり

ません。知I何にして家吉の暗好性が高 く、採食量の

多い、高栄差価の白給飼料を■産し、家畜による利

用効率を高めるための飼キ‖調製を図るかにかかって

おります。

乾草のTDNは 精々良くて55～60nd、サイレージ

でlH々側～65%で す。 しかし放牧単ではチモシーや

ペレニアルライグラスを短草利用すれば70%以 上の

TDNが 期待でき、ペレニアルライグラスを20cm以

卜でTl用すると80%に 近いTDNの 和1用も可能とな

ります。まさに、社n「l料を漢厚飼料に変換する集約

放牧技術の導入です。即ち、如1何に利用価1この高い、

正味の意味での剣准卜生産最の向 Lを図るかにかかっ

ております。

集約放牧を実践 し、牧草の持っている米養価値の

高さを知った生産者の調製したEnlキ|の米養価は、そ

うでない生産者よりも高く、このことが、濃厚船 ‖

の飾減に大きく貢献 し、低コストで しかも各種管鴻!

作業 (飼料給 与、糞灰処理、飼十1調製など)の 省力

化と相まって、中規模でも経済的、労力的にゆとり

ある酪農を実現 しております。

卓がオカズでなく、車が 工食で濃厚剣料がオカズ

であることを知った酪農家の、一人でも多くの賛同

イを得ることこそが重要です。この瞬間から牧草類

を社飼||(そ まつなしりょう)と 呼ぶことをやめ、

真から白給A「l村|、基礎資十1、あるいは牧車飼料と呼

ぶことのできることを日標におければと願っており

ます。
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天北農試における

中長期的な研究ビジョン
(詳しくは次頁のフローチャー ト参照)

★地域条件を生かした土地利用型 ・環境調和型道北

酪農の展開を目指して技術開発を進めます。

◇道北地域は上壊束結がないためペレニアルライ

グラス、アルファルファ牛の高栄養牧革をはじ

めとして多様な牧草の枚培がHl能です。

◇道北地域は1頭当たりの革地基盤が広く、環境

嗣和型酪農の好条件を持っています。

★三つの分野で技術開発と技術の体系化 ・実用イとを

進めます。

☆高品質 問 峰好性 多 収な牧卓品種の育成や栽

培、収穫 調 製技術の開発を進めます。

◇高栄養牧■ペレニアルライグラスの数少ない

育成f式験場 (企回で2ケ所)と して、放牧ゃ

彩車などの用途号u優良1占校の育成を進めますⅢ

◇最新のIT技術 (リモートセンシング)な ども

活用して、良質で‖持好ヤtの高いサイレージの

低コストな栽培 利 用技術の開発を進めます。

◇ペレエアルライグラスを活用した集約的な放

牧技術の開発を進めます。

☆環境と調和した卓地の施肥 栽 1ヤ管理技術の開

発を進めます。

◇GIS(地理情報システム)な どを活用して、河

川や地 卜水などの環境汚染を広域的に看視す
る手法 シ ステムを開発し、環境調和1!賂農
のアビールに取り組みます。

◇家畜業尿を適正で効果的に活用する環境嗣和
型施肥技術の開発を進めます。

◇地域内の木利用資源 水 荏廃葉物などの車地
への利活用J技術の開発を進めます。

☆開発した技術を組み立てて、体系化 実 用化を

進めます。

◇常地の低コストな簡易更新技術を体系化して、

卓地診断 宙 易更新マニュアルによる実用化
に取 り組みます。

◇集約放牧の導入、移行のための体系的な技術

や投資のプログラムを作成し、集約放牧の普

及を進めます。

★農業改良普及センターと連携して地域農業の活性

化を支援します。

[問い合わせ先 :研 究部長 荻 問  昇 ]
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